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１ 【有価証券報告書の訂正報告書の提出理由】

2019年３月28日に提出しました第22期（自　2018年１月１日　至　2018年12月31日）有価証券報告書の記載事項の

一部に誤りがありましたので、これを訂正するため有価証券報告書の訂正報告書を提出するものです。

 
２ 【訂正事項】

第一部　企業情報

第２　事業の状況

３　経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析

     (3) 資産の財源及び資金の流動性

 
３ 【訂正箇所】

訂正箇所は　　を付して表示しています。

 
第一部 【企業情報】

第２ 【事業の状況】

３ 【経営者による財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

(3) 資産の財源及び資金の流動性

 
（訂正前）

＜省略＞

②　現状

当社は、総額1,234,143百万円の社債および借入金を有しており、前連結会計年度比218,362百万円増となりまし

た。このうち、短期の社債及び借入金は対前連結会計年度比25,034百万円増の257,417百万円で、内訳は短期借入金

（主として銀行借入金）109,417百万円、コマーシャル・ペーパー166,000百万円となっています。

なお、当連結会計年度末時点の当社の長期及び短期の信用格付けは、日本格付研究所(JCR)でA/J-1、格付投資情

報センター（R&I）でA-/a-1となっています。

＜省略＞

 
（訂正後）

＜省略＞

②　現状

当社は、総額1,234,143百万円の社債および借入金を有しており、前連結会計年度比218,362百万円増となりまし

た。このうち、短期の社債及び借入金は対前連結会計年度比25,034百万円増の275,417百万円で、内訳は短期借入金

（主として銀行借入金）109,417百万円、コマーシャル・ペーパー166,000百万円となっています。

なお、当連結会計年度末時点の当社の長期及び短期の信用格付けは、日本格付研究所(JCR)でA/J-1、格付投資情

報センター（R&I）でA-/a-1となっています。

＜省略＞
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